
第
二
七
回
大
会
案
内
特
集

第
二
七
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢
漁
場
利
用
の
経
済
的
諸
問
題
｣

鈴

　

　

木

旭

昨
年
末
'
来
年
度
の
学
会
シ
ン
ポ
に
'
漁
場
利
用

制
度
に
関
す
る
報
告
は
で
き
な
い
か
と
い
う
事
務
局

の
打
診
に
'
最
近
の
北
海
道
の
サ
ケ
定
置
地
帯
か
､

ホ
タ
テ
増
養
殖
地
帯
に
お
け
る
事
例
に
基
く
話
題
な

ら
ば
い
く
つ
か
用
意
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
口
を

滑
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
'
我
々
北
海
道
勢
が
'
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
を
引
き
受
け
る
破
目
に
な
っ

た
｡
と
こ
ろ
が
'
実
際
に
そ
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
'

当
然
の
こ
と
と
は
い
え
'
と
ん
だ
難
問
を
抱
え
込
ん

だ
こ
と
に
気
づ
い
た
わ
け
で
あ
る
｡
我
々
の
北
海
道

の
事
例
に
基
く
報
告
が
'
ど
の
よ
う
な
意
味
で
学
会

全
体
の
討
議
の
対
象
と
な
り
う
る
か
'
少
く
と
も
'

従
来
の
学
会
の
研
究
成
果
や
､
今
日
'
制
度
問
題
が

と
り
あ
げ
ら
れ
る
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
て
'
我
々

の
報
告
を
位
置
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
｡

先
づ
学
会
の
研
究
成
果
で
あ
る
が
'
周
知
の
よ
う

に
'
漁
業
経
済
学
会
は
'
戦
後
の
漁
業
制
度
改
革
を

め
ぐ
る
諸
問
題
の
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
る
中
で
創

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
'
当
初
の
研
究
成
果
の
中
に

は
'
戦
後
の
制
度
改
革
に
つ
い
て
の
評
価
や
'
制
度

改
革
に
伴
う
漁
業
の
構
造
変
化
を
と
り
あ
げ
た
多
数

の
論
文
や
調
査
報
告
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
｡
今
'

こ
う
し
た
諸
成
果
を
ふ
り
か
え
る
余
裕
は
な
い
が
'

学
会
誌
に
つ
い
て
み
る
限
り
'
戦
後
の
制
度
改
革
に

か
か
わ
る
論
文
は
'
八
巻
言
号
二
九
五
九
年
童

で
途
断
え
て
い
る
｡

こ
の
八
巻
ご
て
は
､
第
六
回
シ
ン
ポ
｢
漁
業
制
度

改
革
を
め
ぐ
る
諸
問
題
｣
の
特
集
号
で
'
こ
れ
に
は
'

｢
漁
業
権
漁
業
組
合
有
化
の
評
価
｣
　
(
渡
辺
宏
彦
)
､

｢
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
漁
業
権
制
度
と
そ
の
機
能
｣

(
高
山
隆
三
)
'
｢
漁
業
制
度
改
革
に
よ
る
漁
場
利

用
形
態
の
変
化
｣
　
(
高
橋
富
士
夫
)
'
｢
漁
業
制
度

改
革
後
の
漁
民
層
の
分
解
形
態
｣
　
(
安
藤
由
久
'
井

上
和
夫
)
　
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡
各
氏
の
論
文
で
は
､

従
来
の
改
革
論
争
に
決
着
を
つ
け
る
べ
く
一
定
の
方

向
性
を
も
つ
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
が
'
シ
ン
ポ

で
は
'
論
議
が
煮
詰
め
ら
れ
な
い
ま
ま
終
っ
た
よ
う

で
あ
る
｡
し
か
し
､
こ
の
シ
ン
ポ
で
は
､
漁
場
利
用

制
度
に
関
す
る
以
後
の
研
究
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
い
-
つ
か
の
論
点
が
示
さ
れ
て
い
る
｡
す

な
わ
ち
'
二
野
瓶
氏
は
'
大
会
後
記
に
お
い
て
次
の

よ
う
に
総
括
L
t
　
今
後
の
研
究
課
題
を
あ
げ
て
い
る
｡

｢
明
治
漁
業
法
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
法
律
体
系
で
あ

る
と
い
う
高
山
氏
の
問
題
提
起
'
こ
れ
を
否
定
し
な

い
立
場
に
立
っ
て
'
漁
業
権
の
民
主
化
が
一
貫
し
て

進
行
し
て
い
る
事
情
を
提
起
す
る
渡
辺
氏
の
報
告
'

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
検
討
や
実
証
は
多
く
今
後
に
残

さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
も
し
そ
れ
ら
が
正
当
で
あ
る

と
す
れ
ば
'
戦
後
の
制
度
改
革
を
不
徹
定
な
プ
ル
ジ

ョ
ァ
的
改
革
と
し
た
よ
う
な
評
価
は
意
味
を
失
う
こ

と
に
な
る
｡
そ
し
て
問
題
は
次
の
よ
う
に
立
て
直
さ
ヽ

ヽ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
戦
後
の
制
度
改
革
は
漁
業
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内
外
に
お
け
る
資
太
主
義
経
済
の
発
展
､
新
し
い
局
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ヽ

面
の
成
熟
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
改
革
で
あ
る
｣



ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

と
し
､
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
'
｢
生
産
'
分
配

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

交
換
､
消
費
の
全
経
済
過
程
を
通
ず
る
漁
業
経
済
の

新
し
い
局
面
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
､
そ
れ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

に
加
え
て
総
資
木
の
新
し
い
局
面
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
の
か
｣
と
し
て
､
漁
業
制
度
改
革
の
全
体

的
評
価
の
た
み
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
O

こ
の
後
､
学
会
誌
上
に
は
'
漁
業
制
度
に
関
す
る

論
文
は
姿
を
消
し
'
1
四
年
後
の
1
九
巻
四
号
二

九
七
三
年
五
月
)
　
に
'
1
九
回
大
会
シ
ン
ポ
の
報
告

論
文
｢
漁
村
共
同
体
と
漁
場
利
用
｣
　
(
八
木
庸
夫
)
A

と
大
会
後
記
(
広
吉
勝
治
)
　
が
の
り
そ
の
中
で
漁
業

制
度
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
｡

大
会
後
記
に
よ
れ
が
'
こ
の
大
会
の
シ
ン
ポ
の
課

題
は
'
｢
漁
業
制
度
を
め
ぐ
る
今
日
的
諸
問
題
｣
と

い
う
も
の
で
､
問
題
は
正
に
｢
今
日
的
課
題
｣
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
'

l
九
五
〇
年
代
の
制
度
論
争
と
は
直
接
的
関
連
を
も

た
な
い
形
で
提
起
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は
'
前
年
度

の
課
題
'
｢
高
度
成
長
期
に
お
け
る
漁
業
成
長
メ
カ

ニ
ズ
ム
｣
　
の
成
果
と
の
関
連
で
制
度
問
題
を
と
り
あ

げ
よ
う
と
し
た
も
の
で
､
高
度
成
長
期
に
露
呈
す
る

こ
と
に
な
っ
た
漁
業
内
外
の
諸
矛
盾
の
解
明
'
漁
業

生
産
力
危
機
の
克
服
と
い
っ
た
｢
今
日
的
課
題
｣
を

漁
業
制
度
問
題
の
領
域
で
掘
り
下
げ
よ
う
と
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
｡

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
で
は
､
｢
漁
業
生
産
部
門
を
特

徴
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
の
漁
場
お
よ
び
資
源
利
用
の

諸
制
度
が
生
産
力
展
開
に
と
っ
て
い
か
な
る
機
能
を

果
し
て
き
た
の
か
､
資
源
利
用
の
制
度
を
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
'
発
展
の
展
望
は
何
か
な
ど
｣
を
課
題

に
し
た
わ
け
だ
が
'
漁
場
利
用
制
度
(
こ
の
場
合
漁

業
権
制
度
の
み
)
　
と
生
産
力
展
開
の
関
係
と
い
っ
て

も
'
大
会
後
記
に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
'
漁
業
権

制
度
の
水
質
､
乃
至
は
性
格
が
'
共
通
の
認
識
と
し

て
確
立
さ
れ
な
い
ま
ま
に
'
問
題
が
提
出
さ
れ
た
結

果
'
｢
何
が
共
通
の
財
産
と
し
て
引
き
出
さ
れ
､
蓄

積
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
'
必
ず
し
も

明
確
に
さ
れ
な
か
っ
た
｣
　
の
で
あ
る
｡

現
在
､
我
々
が
漁
業
制
度
を
と
り
あ
げ
る
問
題
意

識
は
'
か
っ
て
の
漁
業
制
度
論
争
時
の
そ
れ
と
著
し

く
異
っ
て
い
る
｡
し
か
し
､
現
行
制
度
を
問
題
に
す

る
限
り
'
か
っ
て
の
制
度
論
争
で
果
し
得
な
か
っ
た

現
行
漁
業
制
度
の
評
価
=
現
行
漁
業
法
体
系
の
性
格

と
機
能
に
つ
い
て
一
応
の
結
論
を
出
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
､
こ
の
点
を
哩
味

に
し
て
制
度
と
実
態
と
の
か
か
わ
り
を
論
議
し
て
も
､

百
花
放
声
､
到
底
共
通
の
認
識
に
達
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
患
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
あ
ら
た
め
て
'

戦
後
制
度
改
革
の
見
通
し
を
求
め
る
所
以
で
あ
る
｡

今
回
の
我
々
の
報
告
は
'
こ
う
し
た
趣
旨
に
沿
う

べ
く
準
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
､
報
告
は
い
ず

れ
も
'
漁
場
所
有
'
乃
至
は
漁
協
管
理
の
漁
業
権
行

使
の
事
例
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
'
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
'
現
行
漁
業
権
制
度
の
下
に
お
け
る
漁
協
の
漁
業

権
所
有
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
'
尚
､

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
テ
ー
マ
と
報
告
者
は
次
の
通
り

で
あ
る
｡

一
､
漁
業
権
制
度
と
沿
岸
漁
業
経
営

鈴
木
　
旭
(
北
大
水
)

二
㌧
　
ホ
タ
テ
養
殖
地
帯
に
お
け
る
漁
場
利
用
と
漁

業
経
営
　
　
　
　
　
宮
沢
晴
彦
(
北
大
水
)

三
､
ホ
タ
テ
漁
業
に
お
け
る
漁
場
利
用
と
生
産
の

共
同
化

島
　
秀
典
(
北
大
農
)

四
､
サ
ケ
定
置
地
帯
に
お
け
る
漁
場
利
用
と
漁
業

権
管
甥

増
田
　
洋
(
北
大
水
)

第
二
七
回
漁
業
経
済
学
会
大
会
の
お
知
ら
せ

｢
　
会
場
　
東
京
水
産
大
学

東
京
都
港
区
港
南
四
-
五
-
七

電
話
〇
三
1
四
七
1
-
1
二
五
l

(
道
順
)
国
鉄
品
川
駅
東
口
よ
り
徒
歩
十
分

二
'
日
程
　
五
月
二
九
日
(
木
)

全
国
世
事
会

五
月
三
〇
日
(
金
)
午
前
九
時
三
〇
分
～

一
般
報
告



千　正

年　裕　亨

鎌　片　榎　山

倉　岡　　太

昭　嚢　庸　武　洋

亨　寿　夫　二　夫　一石

中　池外　庚　申　小堀　小林　市鶴岩岩　西　河　高　島　米　青　岡
居　松　間　吉井　野　口　林　　川　田　切　崎村　野橋　太　田　野

改　源　勝　　征　健　昭　知　美　正　成　京　章　通　泰　信一　寿　伯

裕人　治　治　昭　一治　介　夫雄　裕郎　至　作　博　彦　夫　二郎　明
郎

総
会
(
午
後
一
時
～
二
時
)

五
月
三
1
日
(
土
)
午
前
九
時
三
〇
分
～

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢
漁
場
利
用
の
経
済
的
諸
問
題
｣

三
t
 
l
般
報
告
の
申
込
み
と
発
表
要
旨
の
提
出

過
日
ハ
ガ
与
に
て
連
絡
致
し
ま
し
た
よ
う

に
､
一
般
報
告
を
な
さ
る
方
は
'
報
告
要

旨
(
四
〇
〇
字
三
枚
以
内
ヨ
コ
書
)
を
五

月
六
日
必
着
に
て
事
務
局
ま
で
お
送
り
下

さ
い
｡
な
お
'
当
日
の
配
布
資
料
は
各
自

で
五
〇
部
は
ど
御
用
意
願
い
ま
す
｡

四
､
大
会
運
営

大
会
準
備
､
編
集
担
当
常
任
理
事
を
中
心

に
'
そ
の
他
世
事
各
位
の
協
力
を
あ
お
い

で
行
う
｡

五
'
懇
親
会
五
月
三
〇
日
　
午
後
六
時
よ
り
行
う
予
定

会
費
　
二
'
〇
〇
〇
円

六
'
大
会
参
加
輩

二
へ
　
〇
〇
〇
円
(
レ
ジ
メ
代
を
含
む
)

七
'
宿
舎
に
つ
い
て

各
自
で
確
保
し
て
下
さ
い
｡

八
'
プ
ロ
グ
ラ
ム
予
定

0
1
般
報
告
予
定
者
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

(
順
不
同
)

一
､
サ
ク
ラ
エ
ビ
の
需
給
お
よ
び
商
品
特
性

に
つ
い
て
｡
　
池
松
　
政
人

二
'
漁
村
の
就
業
構
造
と
脱
漁
民
化
傾
向

島

　

　

秀

典

三
'
漁
場
利
用
の
経
済
効
率
測
定
の
方
法
論

倉
田

四
'
題
未
定
　
　
　
鶴
臼

五
､
題
未
定
　
　
　
三
輪

六

､

題

未

定

　

　

榎

　

彰

徳

o
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
　
｢
漁
場
利
用
の
経
済

的
諸
問
題
｣

一
､
漁
業
権
制
度
と
沿
岸
漁
業
経
営

鈴

木

　

　

旭

二
'
ホ
タ
テ
養
殖
地
帯
に
お
け
る
漁
場
利
用

と
漁
業
経
営

宮
沢
　
晴
彦

三
'
ホ
タ
テ
漁
業
に
お
け
る
漁
場
利
用
と
生

産
の
共
同
化

島

　

　

秀

典

四
､
サ
ケ
定
置
地
帯
に
お
け
る
漁
場
利
用
と

漁
業
権
管
理

増

田

　

　

洋

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
堀
口
'
八
木
､
米
田

事
務
局
通
信

◎
　
ボ
ー
ナ
ス
｡
カ
ン
パ
の
報
告

昭
和
五
四
年
度
ボ
ー
ナ
ス
｡
カ
ン
パ
に
つ
い
て
､

会
員
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
所
期
の
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
こ
こ
に
御
報
告

致
し
ま
す
｡

募
金
額
(
三
月
三
十
一
日
現
在
)

一
四
九
'
〇
〇
〇
円

募
金
者
数
　
四
十
1
名

募
金
者
氏
名
(
順
不
同
､
敬
称
略
)

浅
野
　
長
光

近
藤
　
康
男
辰
義
彰
徳
千
賀
之

靖
夫

岩
崎
吉
木
八
木
大
島
地
井
坂
太
倉
田
二
野
瓶

渡
瀬
平
沢
大
海
原

内
藤

徳
夫

節
夫豊宏

一
郎

嘉
成
　
三
郎

松
坂
　
利
通

服
部
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葉
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近
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北
海
道
総
合
経
済
研
究
所
'
水
産
経
済
課
一
同
よ

り
次
の
よ
う
な
研
究
所
廃
止
反
対
運
動
の
支
援
依
頼

が
届
き
ま
し
た
の
で
､
以
下
に
掲
載
致
し
ま
す
｡

北
海
道
立
総
合
経
済
研
究
所
廃
止
反
対
闘
争
の
新
局
面
を
む
か
見
て

-
　
全
道
･
全
国
の
皆
様
に
再
度
御
支
軽
を
訴
え
ま
す
　
-

昨
年
十
7
月
三
十
日
'
北
海
道
当
局
は
北
海
道
立

総
合
経
済
研
究
所
(
以
下
'
総
研
と
略
す
)
　
の
廃
止

を
提
案
し
ま
し
た
｡

道
当
局
の
提
案
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事
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に
何
の
相
談
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な
い
7
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的
な
も
の
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り
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北
海
道
立
労
働
科
学
研
究
所
､

北
海
道
立
農
業
研
究
所
以
来
三
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年
以
上
も
の
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統

を
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ち
'
北
海
道
の
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･
経
済
の
科
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的
分
析
に

数
々
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
総
研
を
｢
行
政
簡
素
化
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の
名
の
下
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切
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捨
て
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ま
お
う
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い
う
不
当
き

わ
ま
り
な
い
も
の
で
し
た
｡

こ
う
し
た
道
当
局
の
暴
挙
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対
し
て
総
研
研
究
会

議
｡
全
北
海
道
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労
働
組
合
総
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支
部
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ぞ

れ
｢
北
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道
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総
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経
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所
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廃
止
提
案
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対

す
る
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解
｣
･
｢
闘
争
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'
廃
止
提

案
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の
闘
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た
｡
そ
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後
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献
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力
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れ
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ら
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さ
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が
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な
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